1年間の 追跡調査による特別養護老人ホーム入居者の夜間睡眠の特徴と関連要因 by 笠井 恭子
様式 D5 号 
博 士 論 文 要 旨 
    題  目 1 年間の追跡調査による特別養護老人ホーム入居者の        
夜間睡眠の特徴と関連要因 
The Characteristics of Nocturnal Sleep-state of Elderly Residents 
at a Special Nursing Home and its Related Factors by One Year Follow-up Survey 
  指導教授  川島 和代 教授 
   入学年月  平成 25 年 4 月 入学 
   学籍番号  1307601 







































は対応のある t検定を行った．データ分析は，統計パッケージの IBM SPSS statistics for Windows22
を用い，有意水準は5％とした．    
【結果】 
対象者21人のうち1年間継続してデータ収集ができた15人を分析対象者とした．平均年齢85.4 
±8.6歳，男性4人，女性11人，要介護度1が3人，2は8人，3は4人であった．年間の平均の入眠
時刻は19時台，起床時刻は6時台，睡眠時間は約11時間であり，在宅高齢者にくらべて入眠時刻が
約3時間早く睡眠時間が約2時間長かった．各睡眠段階割合は，覚醒13%，レム睡眠17％，浅睡眠
66％，深睡眠4％であり，在宅高齢者の水準とほぼ同じであった．睡眠パターンは，レム睡眠が少な
く中途覚醒が多いパターンと，レム睡眠が多く中途覚醒が少ないパターンの2つの典型的なパターン
が認められ，その人固有の一貫した睡眠パターンがあることが明らかになった．しかし，受傷，疾患
の発症，入退院により睡眠パターンが変化した事例があった．睡眠の季節差については，「夏は遅く寝
て早く起きる」，「冬は早く寝て遅く起きる」，「睡眠時間は冬がどの季節よりも長い」という傾向がみ
られた．冬季は春・夏季にくらべて中途覚醒が多くレム睡眠が少なかった．施設という人工環境下に
おいても外部環境の影響を受けていることがわかった．夜間排泄の自立群と介助群の睡眠状態に差は
なく，夜間の定時排泄介助が睡眠の質に与える影響は小さいことがわかった．入浴，外出，面会と睡
眠との関連について，それぞれの当日と前日の睡眠状態を比較したところ，いずれも有意差はなかっ
た． 
【考察】 
本研究の対象者が 19 時以降の早い時間帯に就寝するのは，夜間のケア体制が少なからず影響してい
るのではないかと推測される．夕食後まもなくの就床は消化器系の問題が生じる危険性もあることか
ら，高齢者個々の就寝時刻に合わせた生活スタイルを構築する支援が望まれる．睡眠パターンは2つの
典型的なパターンが示され，施設という定常な環境の中でスケジュールに沿って暮らすことが睡眠に反
映され，年間を通してほぼ規則正しくなると考えられる．しかし，体調不良や環境の変化時は，睡眠パ
ターンが変化する可能性があり，このような時は看護の必要性が高まることが示唆された．睡眠の季節
差が認められ，冬季の睡眠の質が良くなかった．これは調査地域の冬季の低温･低日照の影響が考えら
れることから，太陽光の取り込みや夜間の寝床内気候を整えるケアが必要である．夜間排泄の自立群と
介助群の睡眠に差がなかったことから，現在一定の認知を受けている「夜間のおむつ交換の回数をでき
るだけ少なくする」という方針は，必ずしも必要とはいえないのではないかと考える．今後は，リアル
タイムで1人ひとりの睡眠パターンや睡眠の深さを観察しながら，その人に最もふさわしい排泄介助の
タイミング，回数を判断し実施する取り組みが望まれる．本研究の取り組みを基盤として，今後は大学
と施設がそれぞれの役割を担いながら協働し，要介護高齢者の睡眠援助の確立を目指していきたい． 
  
